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我々が実現したシステムは 

b, 後戻り処理を 伴わないよ 

王化し・それぞれ 独立した 知 

， めの 辞甘 には・情報処理振 興珪業協 

あ らまし 本報告では， 拮 文法べ - スにした 係 受け解析による 意味解析システムについて 述べる   一般に， 臆 
味解析は偕 届 的な処理と仮親の 生成および検証 せ伴 5. これは問題解決の 典型的 たバ ク - ソ であ る   意味解析を 
問題解決の一種とみなすと ，パーサは問題解決器に 相当するものと 考えられる   ，黒 

板 モデルをパーサの 基本機能として 採用し・解析過程は 文の先頭から 解析を進と うに 

構成している・また ，意味解析の 階 居 的な処理内容に 従って・必要な 知識を細 タ 麟源 

としてまとめている・ この結果，細分化された 知識の管理覚容易になっており・ 自然言語特有の 例外的な表現に 

も 対処しやすくなっている．また ，助詞の文型・ 述語末などを 抽出する * 、 ムヱ 

の 映発した「日本語基本助詞 辞宙 IPAL 」を採用している． 

場合，構文上の 制約が 緩い ために・文法規則の 倣が 膨 
1. まえがき 

大なものとなり・ 解析効率が非常に 低下するという 問 

一般に・ 日本語 丈 には文節内部の 語倶に関して 強い 接点があ る．この ょう な問題は，文法規則を・ 文節を 

制約があ る反面，文節同士の 順序に関しては 非交差の 解析するための 規則，文の構造を 解析するための 規則 

原理などの 緩 い制約しか存在しない．従って ， 日本語 などのように ，適用される 対象ごとに分領 し 各々が 

文を意味解析する 場合，英文のように 統語情報を利用 必要となった 段階で適用すれば・ 解決できると 考え ろ 

することがでぎず ，名詞の忘 味 とめ詞から文節間の 係 れる．また，処理過程の 各段階で用いられる 文法規則 

受け関係を抽出して・ 文 全体としての 意味構造を得る をすべて同専に 扱うのではなく・それぞれの 処理の段 

という方法を 探る必要があ る・この ょう な方針で設計 階に合わせて 規則を モ ジニール化すれば ，規則の追加・ 

されたシステムでは ，既に解析の 終了した文節を プ "  修正が容易になる・ 

ヴユ ダウソスタブ ク などの短期記憶に 菩 えてお き，助 本報告で提案する 解析システムは・ 文頭からあ らゆ 

詞から 係 受け関係を解析するための 手掛りを発見した る 係 受け関係の候補を 考点しながら 並列的に処理を 進 

時点で・初めて 文節と動詞の 係受け関係を 抽出するよ め，後戻り処理を 伴わずに意味解析を 実行している． 

うにしているⅢ・このため・ 係 受け関係を決定する 際 Ⅰ 白 更に，黒板モデル ('u ㈹を導入して 意味解析の過程を 明確 

必ず後 戻サ 処理を伴 ケ という問題点があ る㈲．特に，複 に階名化し・ 個々の処理内容に 合わせて知識を 細分化 
文などを解析する 場合・後炭な 処理に よ る解析効率の している．また ，処理対象として ，一般的な日本語の 

低下が著しいものとね る ・ 記述方式であ る漢字仮名混じりべた 田ぎ 文を扱って い 

一方， 日本語文の解析に 通常の句構造文法を 用いた る， 

本 システムは KCL Ⅱ KyoloCommon Ⅱ sp) で記述さ 
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可 [y. l%rak ㌃Ⅲ． 567 Ja 戸 n る・また，解析用の 動詞 辞 9 には「日本語基本助詞 辞 
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，黒板モデル せ 音人した 偕后 的な知 % 分割 に 基づく日ホ語意味解析システム 
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臆 1 文の ク イ ブ と柱定格 

文 0 タ イ プ 投 定格 甘造 

枯神 的行為に典して 述べる文 主体，内容． 吋仮 

観念的行為にⅡして 述べる文 主体．肘枕， 目標．柏手． 手 

段 7% 其 

往来に典して 述べる 文 主体・場所，出発点． 到 千点 

もののやりと サ などの共同め 行 生体． 対良 ，相手 
為に映して述べる 文 

動作・ 労 匝などの一位曲行為に 主体・ 対集 ． ロ棟 ．相手． 対 

関して述べる 文 仮 の 枯 状態．対象の 終状態・ 
目標 物 の材料．手段 7% 具 ・ 方 
法 

現未 に 穏して述べる 文 対億 ． 味因 ．変化の始点・ 変 

化の憶 点 ． 所屈 の始点， 所屈 

の柊 ， 点   
破竹・破免などに 典して述べる 文 主体． 椋 

ものの丘性に 必して述べる 九 対 仮 ・屈性．北枝 対億 

可能性・必要性などに 由して 述 主対億 ．前付 穏 

べる 文   
存在に典して 述べる 文 吋億 ・ 拐所 

存在の状態を 述べる 文 対穏 

対位 何の曲係などの 毘甜に Ⅱ L  対負 ，相手 
て 述べる 文 

する 文， ②観念的行為に 関する 文， ③やりとりに 関す 

る 文 ・④一般的行為に 関する文に被り 込むことができ 

る．更に「一について」という 文節を読み込むと ， 仮 

終 的に①やりとりに M する文であ ると文のタイプを 決 

定できる． この ょう に，既に時折された 文節から 格 構 

造の候補を予測すれば ，文の先頭から 解析を行っても ， 

動詞を認識せずにあ る程度解析 文 0 タイプを決定する 

ことができる ，また，あ らゆる可能性を 常に考 ぬ しな 

がら解析しているために ，後戻り処理が 必要なくなり ， 

解析効率が向上するという 利点があ る・ 

本手法のもう 一つの特徴として ，複文などの 解析を 

効率 よく 行 う ことができるという 点が挙げられる・ 例 

えば， 文 

「私は彼が窓を 壊すのを見た・」 
が与えられた 場合，「私は 彼が」の部分まで 読み込んだ 
時点で，システムは 文節「私は」と「彼が」がどちら 

も文の主体となる 可能性があ ることを発見し ，解析 文 

が複文であ ると予測できる．この ょう に・解析の初期 

段階で文体を 予測できるために ，以後の解析で 無駄な 

処理を省くことができる・ 

しかしながら・ 以上のような 手法では， め 拘のみか 

ら文体を予測しているために ，必ずしも一意に 文のタ 

イプを決定できるとは 限らない，例えば ，「 - が - を - に 

- 」という文を 解析する場合，①往来に 関する 文 ，② 
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やりと ゥ に関する 文， ③一般的行為に 関する文という 

文のタイプを 予測できるが ， これらを一つに 被り込む 

ことはできない・この ょう な場合は，以下の 章で述べ 

る 単 梧の意味的な 情報を利 T する必要があ る． 

3. 意味解析に必要な   知 職 

s. エ チ ェソカ 

自立語と付属語，付属語と 付反語の 拮 合の合文性を 

俺べるために・ 結合の正当性を 判断するための 有限状 

態オートマト ン を チ 4 9 カ と 呼ぶ・チュ タ カは， 自立 

語の後に続く 付属語の吉上桂を 調べると同時に・ 各自 

立語に言語 構報 ( 『 詞 ・活用型・活用形 壮ど ) を与える 

ものであ る・ 本 システムで使用した チヱグカ は，文献 

(9% 提案された 辞 倍音 チヱ " 力 を拡張し，助詞・ 助動 
詞などの品詞も 同定できるようにしたものであ る・ 

3.2  文節 知硅 

文節知識とは ， チヱヴカ で処理された 結果から・自 

立語とけ 属悟 の 頑 序曲 係 を仮 べ ，一文節を抽出するた 

めの知識であ る・立前知 識は ，基本的に「一文節内に 
は自立語が 1 個だ け 存在し自立語は 文飾の先頭に 現 

れる」という 日本語の特徴を 利用して構成している． 

現在・上前知識として 約 30 個の規則を用意してい 

る・ 

1 文節知識の例 ] 
前提条件 : 名 絢士助動詞 + 肋材十名詞 

結果     
  
一文節 

s.3 意味末位 辞宙 
係 受け関係の抽出においては・ 文中に最も多く 存在 

する自立語 ( 名詞 ) の意味を正確に 把握する必要があ る・ 

ホ システムでは ，動詞稗田 IPAL の 忘束 記述方式に基 
づ乱 「人間 士 「組織」，「動作」 たど ， 19 個からなる名 
詞の意味素性を 用悪している．この ょう な知識を意味 

素性 辞 育と呼ぶ． 

3.4 % 構造 知囲 

2.2 で述べた ょ りに， 本シ舌テム では日ホ 梧 文を意味 
内容に よ り 12 種親に 分頬し ，それぞれの 文のタイプご 
とに 共 起し ぅる格 構造を設定している．例えば ， 表 1 

の文の クイブ 「往来に典して 述べる 文 」の 格 構造「 出 

発点 」は，「場所を 表す名詞 + から 上 「場所を表す 名詞 

+ よ り」などの文節から 予測することができる．この 

ょ 5 に，名詞の意味素性と 助絢の結合 状 憩から告文節 

が構成要素となり ぅる 文の クイブ と格構造候補を 予測 

する規則を格祐道知識と 呼ぶ・ 

2296 
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惟 構造知識の例 ] 
前提条件 : 場所を表ナ名月十「から」 

結果 :  文の クイブづ 従来に関して 述べる文 

格構造 ～出発点、 

s.5  株受け範囲決定知暁 
解析 文 が仮文の場合は・ 名月から得られる 意味的な 

情報や功伺を 用いて・告文節がいずれの 助詞に係るか 

を決定しなければならない．この ょう な 係 支げ関係を 

決定するために ，各単語の意味・ 機能・用法たどに 基 

づいて・ 格 構造候補から 係 受け H 係を決定するための 

知識を係受け 範囲決定知識と 呼ぶ． 係 受け範囲決定知 

識は以下の基本方針に 基づいて構成されている・ 

(a) 非交差の原理 
(b)  1 文 1 格の原理 
(c) 一つの 係 受け 節 西内に，複数のタイプの 文の格 
構造は混在しない 

3,6  変形規則 

文を先頭から 解析する場合，受身や 使役なども 考庵 

して・すべての 格 構造候補を予測すると ， 格 構造候補 

の数が膨大なものとなり ，解析効率が 極度に低下する 

可能性があ る．このため ， 本 システムでは 受身や使役 

については前もって 考 臆せず・助動詞からそれらであ 

ることがわかった 段階で，初めて 変形規則を適用し 

既に得られた 格 構造候補を甘 き 換える よう にしている・ 

例えば，受身文の 場合は主格と 目的格を入れ 換える規 

則，使役文の 場合は使役 格 を迫加し 目的格を主格に 

戻すための規則などを 用意している・ これらの変形規 

則は 2,4 で示した文のタイプごとに 設定されており ，現 

在約 20 値 用意している・ 

3.7  f 伺辞 古 

木システムでは ， 功拘 群言として情報処理振興事業 

協会 よ り提供された「計算機用日本語基本動詞 辞再 

IP ム L 」を利用し動詞の 文型・テンス・ヴォイス・ ァ 

ス ベクト・述語末などを 抽出している・ 述語末とは・ 

名詞句と助詞・ 二つの名詞句 と動拘 ，名詞句同士の 結 

ひ つぎなどに 塞 ついて・名詞の 意味と助詞から 文の格 

関係を表したものであ る・ IPAL で用いられている 述語 

素は約 60 種に分短されている．例えば ，名詞句と動詞 
の結 ひ つきを表す述語末には 動作の主体や 対象といっ 

たものがあ り，二つの名詞句と 助詞の結 ひ つぎを表す 

述語 末 には起点や嬉 点 たどがあ る・ また，名詞句同士 

の結びつきには 部分 - 全体などの関係があ る・ 本 システ 

ムでは， これらの述語素を 文の意味構造として 利用し 

ている・ 



54. 解析過程の辞 細 

+ 般に・黒板モデルは・①問題解決に 必要な知識を 
: 、 処理井泉 に 応じて 菩 えた知識 源 ，②問題解決過程の 中 

問 結果を偕 盾 的に保持しておく 黒板，③黒板上の デ一 
ク にどの知識源を 適用するかを 決定 サる 制御部の三亜 

乗から構成されている・ ホ システムでは ，この ょう な 

構成をもつ黒板モデルをパーサの 基本機能として 利用 
  している．以下に 解析手桶の 群細 について説明する・ 

  ・ 4.1 文字解析部 

システムが入力文を 読み込むと・まず 形態素解析が 

能 ，尊敬などの 場合が考えられるので ，黒坂上のデ ー 

クに 新たな 格 構造候補を追加するという 方法を採用し 

ている・城下の 例は． やゥ とりに関する 文の場合の変 

形について示したものであ る・ 

俊形例 ] 
木が ( 主体 ) 彼から ( 与える者 ) 彼女に ( 受ける者 ) 渡 

された・ 

1 ( 変形規則 ) 

ホが ( 対象 ) 彼から ( 主体 ) 彼女に ( 受ける 者 ) 渡され 

た・ 

この例では，「渡された J という文節を 読み込んだ 時 

  

  

行われる．形態素解析には・ 通常，自立語辞 審 が用い 

られるが，項目敏が 数 方とョ戸 常に大きいため ， 2 次記 

憶装置の使用が 不可避となり ， 主 記憶上での項目同士 

のつぎ合せに 要する時間よりも ，主記憶装置と 2 次記 

ほ 技 伍の間でデータ 転送に要する 時間の方が大ぎくた 

るという問題があ る，また，従来の 最長一致法や 文節 

故 最少 法 に基づく形態素解析では ，一つの自立語を 抽 

出するために 上記のような 辞 再検索が数回行われるた 

め ・処理効率が 非常に悪くなっている．このような 無 

駄な処理過程をなくするために・ 本 システムでは・「通 

常の日本語 立 では，漢字 列 ・片仮名別 は 一つの自立語 

を構成し平仮名別は 助詞， 助動 同列を構成する ゴと 

L 、 った 字種情報を利用して ， 辞 9 を検索することなく 
自立轄を抽出している．自立語が 抽出されると・ 更に 

チヱ " 力 を利用して 付 屏 語との結合の 正当性が届べら 

れる・ 

4.2 単梧 解析部 
・ンステムの 制御部は・黒板上のデータを 参照しなが 

ら形態素解析の 過程を常に監視し 黒板上のデータが 

変化するごとに 文節知識を適用して 一文節を抽出して 

いる．更に，抽出された 文節に名詞が 含まれている % 

台 は ・意味素性 辞 喜を利用して 個々の名詞に 意味素性 

を与えている．名詞が 榎圭 の意味素性をもっ 場合は・ 

係 受け範囲決定知識を 適用して解消している ，上前知 
識および意味素性 辞 君が適用されると ，意味素性が 付 

与されたⅠ個の 文節が黒板上に 生成される， 

43  文節解析部 
黒板上に文節が 生成されると・その 文節に神構造 知 

鼓 が適用され， 格 構造候補 が 与えられる，また ，助動 

詞から解析 文 が使役 立 であ ると決定できる 場 合は，変 

形規則が適用され ，文節に与えられたすべての 格 構造 
候 補 が宙き 換えられる，しかしながら ，「られる」など 
の助動詞を伴 う 文の拐合は・ 受身のほかに ，自発・ 可 

  

 
 

  

点で・解析 文 が受身であ ると予測され・「主体」と「与 

える者」という 格 構造が，それぞれ「対象」と「主体」 

に書き換えられている・ 

4.4  文節間解析部 
黒板上に 格 構造候補が生成されると・ 保史 げ 範囲決 

定知識を適用して ，文のタイプを 絞り込みながら ， 係 

受け関係が決定される．また・ 1 文 1 格の原理を満た 

さない 係 受け 関 係が発生する % 台 構 解析 文 が埋込み 

文であ ると予測して ，その可能性が 黒板上に妻 ぎ 込ま 

れる・ 

この 係 受け範囲決定 知 舐の適用によって ，名詞の意 

味素性の多義性が 解消される場合もあ る・ 仇えぱ ・「会 

社」という名詞は ，組織を表す 場合と 場 所を表す場合 

があ る．もし「会社に」という 文節を含んだ 解析 文が 

「もののやりとりに 関して述べている 文 」であ ると予測 

されると・「会社Ⅰは 組織を表していると 決定できる． 

また・解析 文が 「往来に関して 述べる 文 」ならば，場 

所を表していると 決定できる． 

4.5  文 解析部 
解析文中に動詞が 現れると，動詞 辞甘 IPAL から 動 
伺の文型が取り 出され・可能性のあ るいくつかの 保安 

げ 範囲のうち， 劫 拘の文型と正しく 対応 つ げられて ぃ 

るものに絞り 込まれる・但し 解析 文 が埋込み文の 場 

合には，その 種 煩に 応じて上記の 処理を以下のように 

分類している 目 ・ 

(a) 単純理込み文の 場合 
理込み文の動詞 ( 副助詞 ) を含む文節が ，主動詞の必 

須 格 の一つとなっている 埋 込み文を・単純理込み 立 と 

呼ぶ，単純理込み 文を解析する 場合は，全体構造が 二 

つの単文から 成り立っているとみなして ，個々の助詞 

の 文型と 係 受け範囲を対応づけている   

蝉 純理込み文の 例 ] 
解析 文 : 「私は 彼が 窓を 壊したと 考えた．」 
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壊す」 :  ( 人間 が )( 生産物 を ) 
考える」 : ( 人 問 が )( 一一 と ) 

  

壊す」 :  ( 彼 が )( 窓 を ) 
考える」 : ( 私 が ) 

( 彼が窓を壊した と ) 

しみ文の助詞直後の 名詞 ( 被 修飾名詞 ) が理 

人文中の格要素に 対応する，一般的連休 埋 

本文の場合 

ョを 文型中の格要素の 一つにあ てはめて， 

: 係 受け範囲を対応づけている． 

里 込み文の例 ] 

私は 彼が 弟に 渡した 資料を 読 

  
す 」 : ( 人間 がⅡ人間 に )( 生塵 物 を ) 
む 」 : ( 人間 が )( 生産物 を ) 

Ⅰ 

文 構造 : 「渡す J:( 彼 が )( 弟 に U( 資料 を ) 
「読む J:( 私 が )( 資料 を ) 

(c) 埋 込み文の被修飾名詞が 埋込み文中の 格要素 
に対応しない・ 特殊連休 埋 込み文の場合 

この種の埋込み 文の枝修飾名詞には ，「こと」，「とき」 

など・ その 話 自身が明確な 意味をもたない 特殊な語が 

多 い ・ ホ システムでは・ これらの 被 修飾名詞が現れる 

と ，特殊連休 埋 込み文であ るとみなして 解析している・ 

持株連休 埋 込み文の例 ] 
解析 文 : 「私は 彼が 弟に 質料を 渡したことを 

知らないⅡ 

文型 : 「 渡 す J : ( 人間 が )( 人間 に K( 生産物 を ) 

「知る J:( 人間 が )( 一一 を ) 

  

文構造 : 「渡す >: ( 彼 が )( 弟 に )( 資料 を ) 
「知る J: ( 私 が )( こと を ) 

最後に， IPAL から テァス ・ヴォイス・ フ ス ベ タ ト な 

どを取り出し・ 文の探 層 構造， サ なわち述語末の 各要 

素が決定される・ IPAL を用いても 格 構造候補が」 っに 

絞り込めない 場合は・その 女 自体にあ いさか性があ る 

として・複数の 解析結果を抽出している． 

5.  む す び 

本稿では，黒板モデルを 利用して知識を 細分化し 

各語の意味・ 用法・機能などを 利用して解析を 行 う 日 
本語志味解析システムについて 述べた、 本 システム と 

同様に・後戻り 処理を伴わずに 文の先頃 から解析を進 
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めるシステムに Connecti ㎝ istModel を用いた連想記 

憶 に 基づくものが 提案されている @"@. このシステムは・ 

従来の逐次型計算機ではなく・ 並列型 計弗 機をぺース 

上して開発されている ，このシステムは 並列的な処埋 

を行い ，ホ システムの処理過程と 頗但 したものであ る 

が，並列型計算機は 我々が即座に 手にすることが て ぎ 

るものではなく・システムの 実用性という 点において 

劣っていると 思われる・また・ 基本 メヵ = ズム の設計 

が 行われているのみで・ 比較的容易な 立しか解析でき 

ず，システムの 拡張にはかなりの 時間を要すると 思わ 

れる・ 

木 システムは・ 各助詞 忙 付随すもほとんどの 必須枯 

を解析することができるが・ IPAL には任意格や 修飾語 
句などに典すも 言語情報 屋記 故されていた い ために， 

現在これらの 処理については 無視している．今後は・ 

任意 拮 用の拮構造知識を 追加して・システムの 解析能 

力を拡張する 予定であ る， 

一方・以上のような 制限を課しても ，並列 句 の 問 題 

が残されている．例えば ，格助詞「と」を 伴 う 文節を 

含む文を解析する 場合， 本 システムの特徴であ る「後 

戻りをしない」という 原則を適用すると ，並列句の可 

能性も同時に 考虚する必要があ る．更に・並列句の 処 

理は・省略語の 存在を仮定しなければならないという 

問題士も密接に 絡んでおり・ 本 システムの枠組みとは 

別のメカニズムで 対処する必要があ る， 本 システムで 

は・並列 句 が予想される「と」のよ タな 助詞を発見 サ 

ると，通常の 解析と同時に ， データ駆動型 ( デーモン ) 

で敵味素性辞書を 用いた並列何処理用アルゴリズム ね 0l 

を起動することを 考えている・ しかしながら・ 黒板モ 

デルとの 制 何の受渡しをどのように 行うか，あ るいは 

両者間の整合性をどのようにとるかなど ，いくつかの 

課題が残されている・ 

また・現在ほ 1 文 単位で解析を 進めているため ，指 

示代名詞を含む 文はその名詞の 意味内容を冊られず ， 

文のあ いまい件が増かするという 問題があ る，更に， 

必須 格が 省略されている 文から 係 受け関係を侍ること 

はできず，このような 文を解析することは 不可能になっ 

ている・以上のような 問題を解決するためには ，文脈 

甘 報を利用する 必要があ り・その手法についても 現在 

検討中であ る・ 

文 臥 

Ⅲ 日浦，吉田 :" 梧 立法に ょ 6 日本格の席上拝所 ". 后処 常吉 

林古語処理技術 ンプボチ ヴム， pp. 41-46 (19 ㏄ ). 

(2@ H. P. Nii : "B@ackboard svste 血 iS : The b@ackboa ァ d 



  
， (3) 

..  (4> 

(5) 

m ㏄℡ or Ⅰ ob ㎏ 由 so@v@n 窩 and the ev0lut@0n or b@ack. 
board archite 珪 ur ㏄ ",TheA@ Ma 官 a$i ㎎・ 7. 2. Summer. 
pp. 笘 - 曲 (19%). 
池田尚志 : " 日ホ居丈における 格の桶 眉は ついての右京 ". 冊 

処学 自然 古括 処理研 タ ． 11 セ (198 わ ． 

池田尚志 ノ梧 法規則方丈に ょ 6% ホ楯 文 の 甘文 ・ 患 味解 

析‥． 枯処学席 ． お ． 6.pp.1079-10 ㏄ ( 昭 ㏄ ), 

一本木．浅野。 上席，旦日 : " 黒板 モ ゲルの町人によ ゥ 後炭 

廿 処理を伴わないべた 田ぎ 日本語文の解析。 ・切処 学 自然 吉 

上原 邦昭 

昭 53% 大 ・基礎工・格担 牢 ・四 % ロ大 
大学院甘土 棟在 退学・ロ年．大坂大学 産柴 

科学研究所功祐，現在．同研究所 の 手・ エ 

博 ，現在，人工知能・ 特に自然古語理解， 

および日功 プヰ グラム 合 化の研究に従 ま ， 

ACM, 計 丹田語学会， m 報 処理学会， 人 
エ 知能学会， 日本 ソ アトウ ヰ 7 科学会古金貝   
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比 博士 楳程 単位取 何 退学，同年亜大・ 基礎 

エ ・助手， 昭 Ⅱ 助甘授 ． 昭 57 大板大字 珪 

茉 科学研究所教授． エ博 ．現在，自然言語 

理解，国位理解，丈ウ 面桶処理・および 

ICAI ンステム等の 軒先 に 従下・ 日ホ 毘知科 

学会・人工知能学会．竹杖処理学会 各 金貝   
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昭 60 友太・ エ ・ 応物卒 ・ 昭 62 同大大学 

院前期 昧程了 ・現在，住友海上火災功祐・ 

自億 古語理解に 頗味 をもつ・竹杖処理学会 

会見， 

    浅野 弗 

昭 62 友太・ エ ・方物 卒 ・現在，ロ大大学 

院前期 標在 在学中・自然口語理解に 興味を 
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